
１　総括

 (1) 人件費の状況（普通会計決算）

 (2) 職員給与費の状況（普通会計決算）

　　　　Ａ 　　　　　　　

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。

      ２　職員数は、平成３０年４月１日現在の人数です。

      ３　給与費については、再任用短時間勤務職員の給与費が含まれており、職員数には当該職員を含んでいません。

 (3) ラスパイレス指数の状況

職員数

　　　　　　Ａ

412,615千円

Ｂ／Ａ

歳 出 額

1,671,559千円

期末・勤勉手当

　　　　　　Ｂ

一人当たり

一人当たり給与費

6,611千円

給与費 B/A職員手当

徳島市の給与・定員管理等について

29年度の人件費率

実 質 収 支

19.5% 19.2%

給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

　　計　　Ｂ

区　　分
（参考）人 件 費 率人 件 費住民基本台帳人口

（平成31年1月1日）

1,993人

254,416人

給　 料

30年度 96,466,589千円

　　　　学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を１００として計算した指数です。

（注）１ ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を用いて、

区　　分

18,820,144千円

類似団体平均

　　　２ （）書きの数値は、地域手当補正後ラスパイレス指数を指す。地域手当補正後ラスパイレス指数とは、地域手当を加味した地域

　　　　における国家公務員と地方公務員の給与水準を比較するため、地域手当の支給率を用いて補正したラスパイレス指数。

　　　　（補正前のラスパイレス指数×（１＋当該団体の地域手当支給率）／（１＋国の指定基準に基づく地域手当支給率）により算出。)

　　　３ 類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。

13,000,672千円30年度 3,296,960千円 6,523千円8,032,153千円
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 (4) 給与制度の総合的見直しの実施状況について

　①　給料表の見直し

　　[　　実施　　　未実施　　］

　　実施内容（平均引下げ率、実施（実施予定）時期、経過措置の有無等具体的な内容（未実施の場合には、その理由））

　　（給料表の改定時期）　平成２７年４月１日

　　（内容）一般行政職の給料表の水準について、平均２％引き下げました。激変緩和のため、３年間（平成３０年３月３

　　１日まで）の経過措置（現給保障）を実施しました。

　　　他の給料表についても、一般行政職との均衡を踏まえて見直しを実施しました。

　② 地域手当の見直し

　　実施内容（国基準における場合の支給割合及び当該団体の支給割合）

　　（支給割合）　国基準３％に対し、徳島市においても３％を支給します。

　　（実施時期）　平成２７年４月１日より実施。段階的に支給割合を引き上げることとし、平成２７年４月１日時点は１％、給与改定後は

　　平成２７年４月に遡及し２％、平成28年4月1日から３％を支給しています。

　　（参考）

　③ その他の見直し内容

　　管理職員特別勤務手当及び単身赴任手当について、国と同様に見直しを実施しました。（平成２７年４月１日実施）

支給割合

３ ％

３ ％

平成30年度の

支給割合

３ ％

３ ％

令和元年度の

支給割合

３ ％

３ ％

遡及
改定後

２ ％

２ ％

平成27年度の
支給割合

１ ％

１ ％

　　【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、棒給表の水準の平均２％の引下げ及び地域手当の支給割合の

　見直し等に取り組むとされています。

４月１日
時点

平成26年度の

支給割合

０ ％

０ ％

平成28年度の

支給割合

３ ％

３ ％

平成29年度の

　国基準による支給割合

　徳島市の支給割合
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２　職員の平均給与月額、初任給等の状況

 (1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成３１年４月１日現在）

　　　　①一般行政職

歳 円 円 円

歳 円 円 円

円 円

歳 円 円 円

　　　　②技能労務職

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円 円

円 円

歳 人 円 円 円

歳 円 円 円

歳 円 円 円

歳 円 円 円

歳 円 円 円

※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用しています。（平成２８年～３０年の３ヶ年平均）

※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完全に一致しているものではありません。

（本市職員のデータは、正規職員のみを対象としていますが、民間データはアルバイト、パートなどの非正規職員を含んでいます。）

※年収ベースの「公務員（Ｃ）」及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれ平均給与月額を１２倍したものに、公務員においては前年度

 に支給された期末・勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値です。

411,123

50.9

93

2,431

うち自動車運転手

区　　分

41.5

43.4

平均年齢 平均給料月額

50.0

徳島市

類似団体平均

418

区　　分

廃棄物処理業
従業員

―

358,995

329,433

358,631

71

408,349

歳

50.9

296,600

うち用務員

国 ―

徳島県

平均年齢

44.3

区　　分

うち清掃職員

人

平均給与月額

384,366

333,993

徳島市

429,714

平均給料月額

57.4

428,974

113

5

385,428

499,474

386,406

356,395 422,904

357,773

391,773

390,017

380,080

136

377,511

平均給与月額

（国比較ベース）

325,595 361,596407,33342.7

366,560

うち用務員 360,256

公　務　員

平均給与月額
（国比較ベース）

平均給与月額
（Ａ）

職員数

316,769

51.1うち学校給食員

51.3

国

479,012

426,921

398,467355,934

歳

うちその他 51.3

414,287386,620

―

224,400

徳島県 56.3 47

331,434

Ａ／Ｂ
対応する民間
の類似職種

民　　　間

類似団体平均 50.5

うち清掃職員

2.23

――

平均給与月額
（Ｂ）

6,515,176

1.62

うち自動車運転手

うちその他

2,987,70058.3

公務員
（Ｃ）

― 329,380

―

平均年齢

自家用乗用
自動車運転者

―

211,600

378,892

1.84

2.26

4,102,900

―

7,566,744

230,400

1.85

―

2.06

Ｃ／Ｄ

2,883,400

111

―

45.9

55.6

―

6,397,272調理士 46.4 3,107,5001.68

― ―

287,312

用務員

年収ベース（試算値）の比較

参　考

375,887

民間
（Ｄ）

372,494

2.688,001,988

―

徳島市

―

うち学校給食員
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技能職員の給与等の見直しに向けた取組方針

　１　基本的な考え方

　　　地方公務員の給与については、地方公務員法第２４条第３項の規定に基づき、国、他の地方公共団体及び民間事業所の給与を

　　考慮して定めることとされております。

　　　このことから、本市の給与制度は、人事委員会を設置し、県内の民間給与を反映している徳島県の給与制度に準ずることを基本

　　に考えています。

　２　具体的な取組内容

　　　本市の技能職員の給与制度については、上記の考え方に基づき、次の見直しを行いました。

　　(1)　1級制の給料表から徳島県と同じ5級制の給料表に切替え（平成１９年１月実施）

　　(2)　高齢層職員の昇給抑制制度の導入（平成１９年１月実施）

　　(3)　高齢層職員の昇給停止制度の導入（平成２５年１月実施）

　　(4)　給与構造改革における経過措置の廃止、これに伴う経過措置を規定（平成２６年４月から平成３０年３月まで実施）

　　(5)　給与制度の総合的見直しにより、技能職給料表の水準を平均２％引下げ（平成２７年４月実施）

　　(6)　各種手当の支給対象者の見直し及び支給月額の引下げ（各種手当の見直し等に応じ随時実施）

　　　③高等学校教育職

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

　　　　④幼稚園教育職

歳 円 円

歳 円 円

（注）１　「平均給料月額」とは、平成３１年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。

      ２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての　　　　 

　　　　 諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。

　　　　　また、「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため、国家公務員と同じベース（＝時間外勤務手当等を除いた

　　　　 もの）で算出しています。

徳島市 389,819

389,292

区　　分

徳島市

386,042

367,754 452,160

徳島県

323,192

平均年齢

46.1

類似団体平均

平均給与月額平均給料月額

449,451

41.9 355,065 385,867

42.7

438,387

区　　分

類似団体平均

平均年齢

44.5

平均給料月額 平均給与月額

40.8
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 (2) 職員の初任給の状況（平成３１年４月１日現在）

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円

円

 (3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成３１年４月１日現在）

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

３　一般行政職の級別職員数等の状況

 (1) 一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（平成３１年４月１日現在）

人 % 円 円

人 % 円 円

人 % 円 円

人 % 円 円

人 % 円 円

人 % 円 円

人 % 円 円

人 % 円 円

（注）１　徳島市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

      ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

最高号給の
給料月額

398,736

４　級

247,600

304,200

25 2.5

205

288,900

350,000

381,000

230,00017.8

課長補佐

副部長

91

22.7

138,000

経 験 年 数 ２ ０ 年

係長

319,200

1.3

266,906

336,669

386,345

361,400

169

144,100

一般行政職

主事・技師

一般行政職

395,709

202,300

幼稚園教育職

325,312

148,600

高等学校教育職

幼稚園教育職 大　学　卒

大　学　卒

86

高等学校教育職

１　級

２　級 17.1

176

378,828

150,700

187,200

徳　島　県

194,000

１号給の
給料月額

20.7係長

146,000

180,700

153,000

141,900

高　校　卒

大　学　卒

263,000

364,388

―

310,986

高　校　卒

高　校　卒技能労務職

297,391

高　校　卒

8.7

大　学　卒

318,267

３　級

技能労務職

大　学　卒

部長

393,000223

７　級

６　級

８　級

444,900

468,600

362,900

408,100

５　級

410,2009.2課長

国区　　　　　分 徳　島　市

経 験 年 数 ３ ０ 年

138,000

区　　　　　分

146,000

中　学　卒

区　　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

大　学　卒

主事・技師

―

426,920

209,100

231,325

経 験 年 数 ２ ５ 年

148,600

385,317

430,352

415,976

―

―

経 験 年 数 １ ０ 年

13

374,945

202,300

399,667

180,700
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 (2) 国との給料表カーブ比較表（行政（一））　（平成３１年４月１日現在）

 (3) 昇給への人事評価の活用状況

○

昇給可能な
区分

活用している昇給区分

管理職員 一般職員

活用予定時期

  ロ　人事評価を活用していない

昇給実績が
ある区分

○

昇給実績が
ある区分

○

昇給可能な
区分

平成31年4月2日から令和2年4月1日までにおける運用

　上位、標準、下位の区分 ○

　上位、標準の区分

　標準、下位の区分

　標準の区分のみ（一律）

  イ　人事評価を活用している

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

国10級
徳島市（H31）

国家公務員（H31)

給

料

月

額

昇 給

平成31年４月１日時点

国９級

国８級

国７級

国６級

国５級

国４級

国３級

国２級

国１級

市１級

市３級

市２級

市５級

市４級

市７級

市６級

市８級
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４　職員の手当の状況

 (1) 期末手当・勤勉手当

千円 千円

（平成３０年度支給割合） （平成３０年度支給割合） （平成３０年度支給割合）

期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当 期末手当　　　　　　　　　　勤勉手当

 月分  月分  月分  月分  月分  月分

（ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分 （ ）月分 ( ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　５～２０％ ・役職加算　　５～２０％ ・役職加算　　５～２０％

・管理職加算　２３～２５％ ・管理職加算　１０～２５％

（注）　(  )内は、再任用職員に係る支給割合です。

○勤勉手当への人事評価の活用状況（一般行政職）

 (2) 退職手当（平成３１年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 応募認定・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（割増率２％～４５％） （割増率２％～４５％）

１人当たり平均支給額　　　　 千円 千円

 (3) 地域手当

（平成３１年４月１日現在）

千円

　 円

％ 人 ％

％ 人 ％

47.709

47.709

24.586875

33.27075

47.709

47.709

0.900.90 1.45

国

24.586875

33.27075

39.7575

0.90

支給可能な
成績率

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、平成３０年度に退職した職員に支給された平均額です。

47.709

272,228

3

支給実績が
ある成績率

　上位、標準の成績率

　上位、標準、下位の成績率

徳島市

支給実績（平成３０年度決算）

支給職員１人当たり平均支給年額（平成３０年度決算）

1,753

47.709

19.6695

1.851.85

28.0395 28.0395

１人当たり平均支給額（平成３０年度）

1,638

徳島県

―

徳島市

１人当たり平均支給額（平成３０年度）

国

徳島市

5,326

39.7575

21,317

支給対象職員数支給率

2,258

令和元年度中における運用

  ロ　人事評価を活用していない

1.45

120,508

一般職員

活用予定時期

支給対象地域

管理職員

支給実績が
ある成績率

支給可能な
成績率

19.6695

未定 未定

1

活用している成績率

　標準、下位の成績率

20

1.45

　標準の成績率のみ（一律）

東京都特別区 20

国の制度（支給率）

3

  イ　人事評価を活用している

2.60 1.85 2.60 2.60
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 (4) 特殊勤務手当（平成３１年４月１日現在）

千円

　 円

   ％

 (5) 時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

左記職員に対する
支給単価

千円

ごみ収集，下水道の維持管
理等に関する業務

動物取扱業務

175,868

交通遮断せずに行う道路の
維持修繕業務

動物園に勤務する職員

千円

支給実績（平成３０年度決算）

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成３０年度）

17,483

日額440～960円千円環境保全業務手当

手当の名称

40.9

2,482 千円

税務事務

主な支給対象業務

190,540

主な支給対象職員
支給実績

（平成３０年度決算）

（注）　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員は、「支給実績（平成３０年度決算）」と同じ年度の

日額200～8,000円

千円

1,795

443,506

59,475

夜間等業務手当

出張して行う事務

保育業務，専門的な指導又
は助言等の業務

435

高所等における業務を行う職員

福祉業務手当

動物園に勤務する獣医師

高所等業務手当

消防職員

環境事業所，浄化センター，消
防局等に勤務する職員

支 給 実 績 （ 平 成 ３ ０ 年 度 決 算 ）

　　　４月１日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員

日額660～760円

日額870円

日額250～350円

支 給 実 績 （ 平 成 ２ ９ 年 度 決 算 ）

千円

学校に勤務する職員

動物取扱業務等

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 平 成 ２ ９ 年 度 決 算 ）

34,014

226

1勤務1,100～2,300円

用地交渉業務に従事する職員

救急，人命救助，消防，国
際緊急援助活動等

深夜における勤務

千円

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 平 成 ３ ０ 年 度 決 算 ）

日額870円

千円

徴収事務手当
国民健康保険料，介護保険料
等の徴収事務に従事する職員

12

32,419

427,289

10,378

保育士，社会福祉主事等

環境事業所，浄化センター等に
勤務する職員

動物園業務手当

用地交渉業務手当

道路維持課に勤務する職員

税務事務手当

土地取得等のための権利
者との交渉業務

道路上業務手当

996 千円

日額870円

高さ10ｍ以上の足場の不安
定な箇所での業務等

千円

1,375 千円

0 千円

教育特殊業務手当

消防業務手当

非常災害時等の困難な緊
急業務，生徒を引率して行
う困難な指導業務等

15,016

225

税務事務所に勤務する職員

支給職員１人当たり平均支給年額（平成３０年度決算）

手当の種類（手当数）

1勤務250～4,000円

　　　を除く。）であり、再任用短時間勤務職員を含んでいます。

月額15,000円

月額8,000円又は
日額720円

月額8,600円～12,800円

動物園業務手当
（技能職員）

8



 (6) その他の手当（平成３１年４月１日現在）

夜間勤務手当

①管理職が，臨時又は緊急の必要等によ
り週休日又は休日等に勤務した場合に支
給
　1勤務につき4,000円～10,000円

②管理職が，災害への対処その他の臨時
又は緊急の必要により週休日等以外の日
の午前0時から午前5時までの間であって
正規の勤務時間以外の時間に勤務した
場に支給
　1勤務につき2,000円～5,000円

33,969千円同

国の制度と
異なる内容

5,906千円

国の制度
との異同

管理監督の地位にある職員（部長，副
部長，課長，課長補佐等）に対して支給

手当額は職務の級及び役職に応じて
定額を支給　31,200円～104,600円

299,292円

支給実績
（平成３０年度決算）

4,163千円

84,489円

支給職員１人当たり

79,323円

手　当　名

(国の制度）
手当額の相違

①6,000円
～12,000円

②3,000円
～6,000円

管理職手当

借家・借間居住者
最高支給限度額　27,000円

250,590円

（国の制度）
交通用具使用者
　片道の使用距
離
　の区分に応じ
　31,600円まで

休日勤務手当

同

157,457千円

配偶者及び父母等　 6,500円
子　10,000円
16歳～22歳の子1人についての加算
 5,000円

異

扶養手当

69,380円高等学校に勤務する教育職員に支給

同

通勤手当

交通機関利用者
　定期券（6箇月を超えない範囲内で最も
　長い期間のもの）の価格
　（１箇月の支給限度額　55,000円）
自動車等利用者
　片道の使用距離の区分（2ｋｍ以上）に
　応じ23,900円まで

住居手当

654,881円

（平成３０年度決算）

160,613千円

内容及び支給単価

高等学校教員特別手当

25,904円

平均支給年額

(国の制度）
手当額の相違
49,600円～
116,500円

145,755千円

140,368円

149,313千円

同
祝日，年末年始の休日に勤務した職員
に支給

異

管理職員特別勤務手当

深夜に勤務した職員に支給

異

249,337千円
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５　特別職の報酬等の状況（平成３１年４月１日現在）

円／ 円

円／ 円

円 円／ 円

円 円／ 円

円 円／ 円

月分

月分

　　 （算定方式） （１期の手当額） （支給時期）

円

円

円

（注）　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）     

          勤めた場合における退職手当の見込額です。                                 

６　職員数の状況

 (1) 部門別職員数の状況と主な増減理由

（各年４月１日現在）

人口１万当たり職員数　　　　　　　　　　 人

人）

人口１万当たり職員数　　　　　　　　　　 人

人）

人口１万当たり職員数　　　　　　　　　　 人

（注）１　職員数は一般職に属する職員数です。

　　　２　[     ]内は、条例定数の合計です。

議 員

職 員 数　　　　　　　　　　区　　分

　部　　門

一
般
行
政
部
門

413

平成３０年度

議 長

（参考）類似団体における最高／最低額

( 844,000 

724,000

副 市 長

400,000

( 896,000 

総務

99

606,000

交通

下水道

439

27

278

　円 )

市 長

農林水産

16,791,040

0

報

酬

副 議 長

計

労働

商工

土木

第 二 副 市 長

792,0001,130,000

市 長

660,000

0

1

279

　円 )

263

　　（平成３０年度支給割合）

退職時

78.34

647,000 420,000

　円 )

99

教育部門

950,300

( 1,118,000 

副 議 長

給料月額×４×在職年数×0.962＋一般職の例
により計算した金額

民生

606,000

288

議 員

議 長

　　（平成３０年度支給割合）

0

3.25

930,000

期
末
手
当

小　計

25,253,384

453

11

＜参考＞

診療部の体制見直しによる増員など
（類似団体の人口１万当たり職員数

　公
　営
　企会
　業計
　等部
　 　門

787

416

9

151

784,920

病院

市 長

0

15,816,560

15

▲ 1

247

合　　計

▲ 5

退
職
手
当

43.90

463,000

給料月額×５×在職年数×0.962＋一般職の例
により計算した金額

152

[         12］

2,779

▲ 15

▲ 1

3

1

247

27

対前年
増減数平成３１年度

▲ 14

60.42

51.37

61 ▲ 5

業務体制の見直しによる増員など

▲ 15

主 な 増 減 理 由

833,280第 一 副 市 長

第 二 副 市 長

第 一 副 市 長

0

給

料

675,800

15

衛生

区 分 給 料 月 額 等

714,000

　円

消防部門

137

普
通
会
計
部
門

議会

3.25

71

▲ 16

69

88

4746 欠員補充による増員

欠員補充による増員など

88

441

1,9932,008

欠員不補充による減員など

0

＜参考＞

業務体制の見直しによる減員など

欠員不補充による減員

786

1,308

その他

欠員補充による増員

　円

[ 3,142 ］

給料月額×４×在職年数×0.962＋一般職の例
により計算した金額

税務

（類似団体の人口１万当たり職員数

430

　円

[ 3,130 ］

2,795

0

水道

109.23

欠員不補充による減員56

▲ 2

欠員不補充による減員

＜参考＞

小　計

0

1,307

132
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 (2) 年齢別職員構成の状況（平成３１年４月１日現在）

　

 (3) 職員数の推移

（単位 ： 人 ・ ％）

（注）　各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です。

36歳

55歳

295人

2,073

(▲ 2.5%)2,795

(0.1%)790 786

～

31歳

部門別

20歳

486

1,332

786

292人 381人

60歳

47歳

2,779 ▲ 71

～

163人

474

35人412人

43歳

元年３０年

248

２７年

1,307

464

計

2,779人
～

56歳

27歳 35歳

246人 238人

439

28歳

2,821

10人

普通会計計

794

247

未満

247

～

1,346

過去５年間

(▲ 9.7%)

24歳

の増減数（率）
２９年

1,334

1

消防

2,0552,065

60人

52歳40歳

1,308

51歳

453

2,849

(▲ 3.5%)1,9932,008

職員数

59歳

(0.0%)

(▲ 1.9%)

48歳

39歳

一般行政

0

1,320

～ ～

32歳 44歳

２６年

▲ 47

247

▲ 25

23歳

区　分

～ ～

以上

292人 355人

787

2,859

785

2,850

20歳

公営企業等会計計

▲ 72

教育

年　度

2,031

247

～

総合計

247

２８年

～

479

0

2

4

6

8

10

12

14

16

構成比

５年前の構成比

%

11



７　公営企業職員の状況

 (1) 水道事業

  　① 職員給与費の状況

ア　決算

　（参考）

（注）１　資本勘定支弁職員に係る職員給与費248,643千円を含みません。

　　　　Ａ 　　　　　　　

（注）１　職員手当には退職給与金を含みません。

      ２　職員数は、平成３１年３月３１日現在の人数です。

イ　 特記事項

② 職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（平成３１年４月１日現在）

歳 円 円

歳 円 円

（注）平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。  

③ 職員の手当の状況

ア　期末手当・勤勉手当

千円　 千円　

（平成３０年度支給割合） （平成３０年度支給割合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期末手当　 勤勉手当 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期末手当　 勤勉手当

 月分  月分  月分  月分

（ ）月分 （ ）月分 （ ）月分 （ ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　５～２０％ ・役職加算　　５～２０％

（注）　(　  )内は、再任用職員に係る支給割合です。

イ　退職手当（平成３１年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（割増率２％～４５％） （割増率２％～４５％）

１人当たり平均支給額　　　　 千円 千円 １人当たり平均支給額　　　　 千円 千円

徳島市（水道局）

24.586875

33.27075

47.709

47.709

徳島市（公営企業職員除く）

24.586875

33.27075

47.709

47.709

2.60

１人当たり平均支給額（平成３０年度）

6,242千円

平均月収額

44.3

1,638

72,851千円

47.709

6,181千円

2.60

基本給

徳島市（公営企業職員除く）

19.6695

1.45

　　計　　Ｂ

583,754千円 886,353千円

21.6%

める職員給与費比率

徳 島 市 42.8

期末・勤勉手当

229,748千円

（注）１　退職手当の１人当たり平均支給額は、平成３０年度に退職した職員に支給された平均額です。

（参考）市町村平均

一人当たり給与費

882,739千円

給　 料

一人当たり

総費用に占める

平均年齢

３０年度

514,169

３０年度

Ｂ　

528,813

1.85

39.7575

5,326

市 町 村 平 均

１人当たり平均支給額（平成３０年度）

1.85

39.7575

徳島市（水道局）

28.0395

1.45

21,317

1,658

19.6695

0.90

0

総費用

区　　 分

給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費区　　分

694,751千円

純損益又は

区　　分

Ａ  

職員手当

職員数

職員給与費比率実質収支

給与費 B/A

4,385,249千円

142人

0.90

28.0395

21,515

職員給与費

２９年度の総費用に占

Ｂ／Ａ

20.1%

340,929

355,513

47.709
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ウ　地域手当

（平成３１年４月１日現在）

千円

   円

％ 人 ％

エ　特殊勤務手当（平成３１年４月１日現在）

千円

　 円

   ％

オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注）　時間外勤務手当には、休日勤務手当を含みます。

カ　その他の手当（平成３１年４月１日現在）

円

円

円

円

円

円

　　　を除く。）であり、再任用短時間勤務職員を含んでいます。

一般行政職
の制度と異な

る内容

9,711同

同

同

住居手当

扶養手当

（注）　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員は、「支給実績（平成３０年度決算）」と同じ年度の

32,446支 給 実 績 （ 平 成 ３ ０ 年 度 決 算 ）

千円

一般行政職と同じ

支 給 実 績 （ 平 成 ２ ９ 年 度 決 算 ）

内容及び支給単価

　　　４月１日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 平 成 ３ ０ 年 度 決 算 ）

一般行政職
の制度との

異同

92,224

平均支給年額
支給職員１人当たり

夜間勤務手当

29,665

通勤手当

千円

一般行政職と同じ

勤務1時間あたりの給与額の100分の50

千円

千円

支給職員１人当たり平均支給年額（平成３０年度決算）

徳島市(第十浄水場を含む)

支給実績（平成３０年度決算）

深夜における業務

手　当　名

121,068

支給実績（平成３０年度決算）

3

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成３０年度）

支給実績
（平成３０年度決算）

一般行政職の制度（支給率）

51.0

集金手当

228

（平成３０年度決算）

一般行政職と同じ 同 27,929

262,459

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 平 成 ２ ９ 年 度 決 算 ）

（平成３０年度決算）

施設の維持管理・修繕
業務等

2,994

非常招集手当

支給実績

149

1勤務1,300円

0

143

支給率

日額720円又は380円

1勤務1,600円又は1,300円
日額600円

手当の名称 主な支給対象職員

千円

支給職員１人当たり平均支給年額（平成３０年度決算）

突発的な公道漏水事
故又は浄水施設の故
障等に対応するための
業務

千円

勤務時間外において、緊急・突発事
故等に対処するため非常招集を受け
た職員（その体制づくりを命ぜられた
職員を含む。）

浄水場に勤務する職員で正規の勤
務時間内の全部又は一部として午後
10時から翌日の午前5時までの間に
おいて機器操作業務に従事した職員

作業手当

水道施設の修繕・清掃業務、浄水施
設の汚泥処理、高圧電気設備及び
機械設備の取扱・点検業務、有害物
質を使用する作業、水道メーターの
開閉栓、給水装置の現地調査指導
検査業務に従事した職員

手当の種類（手当数）

391 千円

11,989

4,403

一般行政職と同じ

管理職員特別勤務手当

支給対象地域

946

253

滞納整理業務又は随時徴収業務に
従事した職員

244,903

654,800

23,511

366,895

千円

同

勤務1時間あたりの
給与額の100分の25 千円

一般行政職と同じ

異

管理職手当 9,822

4,089

56,019

17,313

3

日額250円～870円

主な支給対象業務
左記職員に対する

支給単価

出張して徴収業務 千円

3

支給対象職員数
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 (2) 旅客自動車運送事業

  　① 職員給与費の状況

ア　決算

　（参考）

4

　　　　Ａ 　　　　　　　

（注）１　職員手当には退職給与金を含みません。

      ２　職員数は、平成３１年３月３１日現在の人数です。

イ　 特記事項

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成３１年４月１日現在）

歳 円 円

歳 円 円

（注）平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。  

（うちバス事業運転手）

歳 人 円 円 歳 円

歳 人 円 円

円 円 円

（注）１　民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用しています。

　　　　 （平成２８年～平成３０年の３ヶ年平均）

　　　２　民間の類似職種との比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完全に一致しているわけではありません。

　　　　（本市職員のデータは、正規職員のみを対象としていますが、民間データはアルバイト、パートなどの非正規職員を

　　　　　含んでいます。）

　　　３　平均月収額には、期末・勤勉手当（民間は年間賞与）等を含みます。

　　　４　年収ベースの「公務員（Ｃ）」及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれ平均月収額を１２倍した試算値です。

―

1.44

公務員
（Ｃ）

民間（徳島県）
（Ｄ）

対応する民間
の類似職種

民　　　間

市町村平均

5,750,640

―――

平均年齢

483,53452.6 321,384

平均月収額
（Ａ）

1.26

参　　　考

年収ベース（試算値）の比較

民間（全国）
（Ｅ）

Ｃ／Ｄ

527,001

徳　 島 　市

市 町 村 平 均 49.6

53.5 43 324,307 479,220

4649.9 316,176

純損益又は総費用

平均月収額
（Ｂ）

平均年齢 職員数 基本給

平均月収額

403,801千円

平均年齢 基本給

Ｃ／Ｅ

4,001,600 4,547,500

３０年度

322,795

102,549千円 6,511千円

1.44営業用バス運転者

徳　 島 　市

職員給与費

526,071

区　　分

50.5 333,500

250,685千円 50,567千円 5,769千円

２９年度の総費用に占

Ａ  Ｂ　

実質収支 職員給与費比率

める職員給与費比率

区　　分

656,773千円

一人当たり給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

538,706千円 82.1%

職員数

Ｂ／Ａ

総費用に占める

区　　分

徳 島 市

　　計　　Ｂ

（参考）市町村平均

▲ 19,537千円

給与費 B/A

区　　分

給　 料 職員手当

３０年度

Ａ／Ｂ

82.0%

70人

参　考

区　　分

公　務　員

期末・勤勉手当 一人当たり給与費
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交通局職員の給与等の見直しに向けた取組方針

　１　基本的な考え方

　　　地方公務員の給与については、国、他の地方公共団体及び民間事業所の給与を考慮して定めることとされております。

　　　また、交通局職員の給与制度は長年にわたる経営健全化策の中で、様々な抑制策を実施しており、今後も他都市の状況等を勘

　　案しながら、適正な給与制度を構築していくことを基本に考えています。

　２　具体的な取組内容

　　　交通局職員の給与制度については、上記の考え方に基づき、平成１９年１月に次の見直しを行いました。

　　(1)　給料表の改定（昭和６０年代より３級までの昇格運用を実施しています。）

　　(2)　高齢層職員の昇給抑制制度の導入

　　(3)　各種手当の支給対象者の見直し及び支給月額の引下げ

　３　その他

　　　交通局職員の職員数については、事務事業の見直しや外部委託の推進により、令和６年度までに令和元年度の職員数と比べて

　　１８人削減する計画を実施中です。

③ 職員の手当の状況

ア　期末手当・勤勉手当

千円　 千円　

（平成３０年度支給割合） （平成３０年度支給割合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期末手当　 勤勉手当 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期末手当　 勤勉手当

 月分  月分  月分  月分

（ ）月分 （ ）月分 （ ）月分 （ ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　５～１５％ ・役職加算　　５～２０％

（注）　(　  )内は、再任用職員に係る支給割合です。

イ　退職手当（平成３１年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（割増率２％～４５％） （割増率２％～４５％）

１人当たり平均支給額　　　　 千円 千円 １人当たり平均支給額　　　　 千円 千円

ウ　地域手当

（平成３１年４月１日現在）

千円

   円

％ 人 ％

徳島市（交通局）

24.586875

33.27075

47.709

47.709

徳島市（公営企業職員除く）

24.586875

33.27075

47.709

47.709

39.7575

0.90

113,534

8,594 5,326

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、平成３０年度に退職した職員に支給された平均額です。

10,136 21,317

3 65

支給実績（平成３０年度決算） 7,720

支給職員１人当たり平均支給年額（平成３０年度決算）

徳島市

1,638

1.85 2.60 1.85

1,478

19.6695

1.45 0.90

2.60

１人当たり平均支給額（平成３０年度）１人当たり平均支給額（平成３０年度）

徳島市（公営企業職員除く）徳島市（交通局）

1.45

3

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率）

28.0395

47.709

19.6695

47.709

39.7575

28.0395
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エ　特殊勤務手当（平成３１年４月１日現在）

千円

　 円

   ％

オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注）　時間外勤務手当には、休日勤務手当を含みます。

カ　その他の手当（平成３１年４月１日現在）

円

円

円

円

 (3) 病院事業

  　① 職員給与費の状況

ア　決算

　（参考）

　　　　Ａ 　　　　　　　

（注）１　職員手当には退職給与金を含みません。

      ２　職員数は、平成３１年３月３１日現在の人数です。

イ　 特記事項

6,906千円

46.3%

7,704千円

（注）　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員は、「支給実績（平成３０年度決算）」と同じ年度の

4,865,384千円

運転手

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成３０年度）

区　　分

総費用 職員給与費

46.6%

職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費

927,704千円 745,848千円 3,405,133千円３０年度 442人 1,731,581千円

支 給 実 績 （ 平 成 ２ ９ 年 度 決 算 ） 30,606

179,336千円

純損益又は

244,591

支給職員１人当たり

同

1

1,691支給実績（平成３０年度決算）

中休勤務

　　　４月１日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員

　　　を除く。）であり、再任用短時間勤務職員を含んでいます。

（平成３０年度決算）
手　当　名

主な支給対象業務
支給実績

（平成３０年度決算）
左記職員に対する

支給単価

内容及び支給単価 （平成３０年度決算） 平均支給年額

支給職員１人当たり平均支給年額（平成３０年度決算）

中休手当

手当の種類（手当数）

手当の名称 主な支給対象職員

36,761

67.6

３０年度 10,504,168千円

同

261,600

める職員給与費比率

給　 料 職員手当

1,657 千円 552,400

1,691 千円 1時間につき100円

区　　分

期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ 給与費 B/A 一人当たり給与費

（参考）市町村平均一人当たり

職員給与費比率

同

扶養手当 一般行政職と同じ

住居手当 一般行政職と同じ

Ｂ／Ａ

一般行政職と同じ

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 平 成 ２ ９ 年 度 決 算 ） 471

支 給 実 績 （ 平 成 ３ ０ 年 度 決 算 ） 20,768

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 平 成 ３ ０ 年 度 決 算 ） 320

Ａ  Ｂ　

一般行政職
の制度との

異同

一般行政職
の制度と異な

る内容

1,831 千円

千円6,128

実質収支

10,762 千円

通勤手当

管理職手当 一般行政職と同じ

同

総費用に占める

支給実績

２９年度の総費用に占

90,118
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② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成３１年４月１日現在）

ア　医師

歳 円 円

歳 円 円

イ　看護師

歳 円 円

歳 円 円

ウ　事務職員

歳 円 円

歳 円 円

（注）平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。  

③ 職員の手当の状況

ア　期末手当・勤勉手当

千円　 千円　

（平成３０年度支給割合） （平成３０年度支給割合）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期末手当　 勤勉手当 　　期末手当　 勤勉手当

 月分  月分  月分  月分

（ ）月分 （ ）月分 （ ）月分 （ ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　５～２０％ ・役職加算　　５～２０％

（注）　(　  )内は、再任用職員に係る支給割合です。

イ　退職手当（平成３１年４月１日現在）

（支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年 （支給率）　　　　　　　　　　　　　　自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（割増率２％～４５％） （割増率２％～４５％）

１人当たり平均支給額　　　　 千円 千円 １人当たり平均支給額　　　　 千円 千円

ウ　地域手当

（平成３１年４月１日現在）

千円

   円

％ 人 ％

％ 人 ％

45.0 570,145

33.27075

47.709

47.709

595,247 1,345,739

平均年齢

1,415,659

46.4

39.5 294,102 470,977

255,520

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、平成３０年度に退職した職員に支給された平均額です。

2.60

支給実績（３０年度決算） 106,297

支給職員１人当たり平均支給年額（平成３０年度決算）

19.6695 19.6695

652 21,770 5,326 21,317

支給対象地域 支給率

47.709

39.7575

47.709

区　　分 平均年齢 基本給 平均月収額

区　　分 基本給 平均月収額

41.7 334,070 499,309

40.11 319,333 570,679

平均年齢

徳島市（病院局）

医師 16

徳島市（公営企業職員除く）

1,731 1,638

497,596

１人当たり平均支給額（平成３０年度）

区　　分

28.0395 28.0395

徳島市（病院局）

24.586875

33.27075

47.709

47.709

徳島市（公営企業職員除く）

24.586875

基本給 平均月収額

－

1.45 0.90

市 町 村 平 均

徳 島 市

市 町 村 平 均

市 町 村 平 均

徳 島 市

徳 島 市

１人当たり平均支給額（平成３０年度）

322,93042.9

1.85 2.60 1.85

1.45 0.90

支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率）

39.7575

63

徳島市 3 393 3
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エ　特殊勤務手当（平成３１年４月１日現在）

千円

　 円

   ％

オ　時間外勤務手当

千円

千円

千円

千円

（注）　時間外勤務手当には、休日勤務手当を含みます。

カ　その他の手当（平成３１年４月１日現在）

円

円

円

円

円

円

円

円

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 平 成 ３ ０ 年 度 決 算 ）

医療職給料表の適用を受ける職員 深夜における業務

支 給 実 績 （ 平 成 ３ ０ 年 度 決 算 ） 264,177

636

支 給 実 績 （ 平 成 ２ ９ 年 度 決 算 ） 229,588

主な支給対象業務
支給実績

（平成３０年度決算）
左記職員に対する

支給単価

53,509 千円

千円 １勤務400～18,600円103,771

医療、調剤、臨床
検査業務等

医療業務手当

夜間等業務手当

千円 245,581

（注）　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員は、「支給実績（平成３０年度決算）」と同じ年度の

　　　４月１日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員

　　　を除く。）であり、再任用短時間勤務職員を含んでいます。

2

73.8

支給実績（平成３０年度決算） 157,280

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成３０年度）

月額2,400～90,000円

主な支給対象職員

職 員 １ 人 当 た り 平 均 支 給 年 額 （ 平 成 ２ ９ 年 度 決 算 ）

手　当　名
支給職員１人当たり

同

通勤手当 一般行政職と同じ

千円 184,611

手当の種類（手当数）

医師、薬剤師、臨床検査技師等

3,174,263

同 744 千円 37,200

196,805 千円

80,954

住居手当 一般行政職と同じ

同 28,911 千円

29,221 千円同

1,032,515

26,796

427,827

335,871

手当の名称

平均支給年額
（平成３０年度決算）

宿日直手当

＜管理職手当を受ける医師＞
18時間以上　47,200円
5時間以上18時間未満
　　　　　　　　  26,200円
5時間未満　  15,700円
＜上記以外の医師＞
18時間以上　42,000円
5時間以上18時間未満
　　　　　　　　  21,000円
5時間未満　  10,500円
＜薬剤師・放射線技師・臨床検
査技師＞
18時間以上　9,150円
5時間以上18時間未満
　　　　　　　　  6,100円
5時間未満　  3,050円
＜看護師及び助産師＞
18時間以上　11,550円
5時間以上18時間未満
　　　　　　　　    7,700円
5時間未満　    3,850円

国の制度と同じ初任給調整手当 医師に対して支給

扶養手当 一般行政職と同じ

夜間勤務手当 一般行政職と同じ 同 32,677

37,649

47,152

同

管理職手当 一般行政職と同じ

内容及び支給単価
一般行政職
の制度と異
なる内容

579

一般行政職
の制度との

異同
（平成３０年度決算）

千円

支給実績

千円

管理職員特別勤務手当 一般行政職と同じ

支給職員１人当たり平均支給年額（平成３０年度決算） 482,454
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